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⑵      向かい合った１組の辺が平行な四角形だから 

 

＜５のとき方＞ 

  

 数直線図からわかるように、もとにする量が 80ｇとなる。比べる量は 80ｇ＋20ｇ＝100ｇとなる。 

 これまでのお菓子の重さをもとにすると、20ｇ増量したお菓子の重さの割合は 100÷80＝1.25となる。

1.25－１＝0.25 より、これまでのお菓子の重さの 0.25 倍した分だけ増量したことになる。このことか

ら、これまでの 25％増量して売られていたとわかる。 
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